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も、アンモニアの分解という肝機能に重要な遺伝子に変異を持った乳児に、正常な遺伝

子を持つ ES細胞から作製した肝臓を移植して病気の発症を抑制し、肝移植が可能な時

期まで成長させるといった医療が行われています。 

 

また、iPS細胞から作製した肝臓は、薬の開発などにも使用されています。様々な患者

さんの細胞から作られた iPS細胞は、その患者さんの遺伝的な性質を受け継いでいま

す。そこで、肝臓病になりやすい人の iPS細胞から肝臓を人工的に作製し、ウイルスや

その他の病因になる物質を加えて解析することで、どのような遺伝子の働きによって病

気になりやすいかを調べることができます。また、肝臓は摂取した薬が分解される場所

のため、新しい薬が肝臓の細胞を壊してしまうことがあります。そこで、ES, iPS細胞

から作製した肝臓に薬物などを添加して毒性を調べるような研究もおこなわれており、

新規の薬剤の開発に役立つと期待されています。 
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